
山岳部における標準的な工法であるＮＡＴＭを採用する。

掘削した部分を素早く吹付コンクリートで固め、ロックボルトを岩盤に打ち込むことにより、地
山自体の保持力を利用してトンネルを保持する。

適切な構造及び工法について

○NATMの場合、計画段階で岩種等の地山状況に応じて、ロックボルトの本数や長さ、
鋼製支保工の間隔や大きさ、吹付コンクリートの厚さを適切に設定（支保パターン）

○工事中は、切羽の状況に応じて、適宜支保パターンを変更して施工を進める 57
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